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これは私が小学生の頃実際に体験したお話です。学校が休みの日に、高砂に

あるおじいちゃんの家に一人で行ってみようとお母さんと話していました。我

が家の交通手段はほとんど車で、電車に乗る機会が少なく、私は切符の買い方

もわからないので、お母さんが 

「それでは困るから、最寄り駅までおじいちゃんに迎えに来てもらうから、そ

こまで一人で頑張って行ってみようか」 

と言い一人で行くことになったのです。その電車の中での出来事です。 

切符を買い電車に乗り、とても順調だと思っていた矢先、一人のおばあちゃ

んが途中で電車に乗って来ました。そのおばあちゃんの首には 

「私は耳が聞こえないので助けて下さい」 

と書いたプラカードがかかっていました。私はそれを見て、 

「耳が聞こえへんのに一人で電車に乗ってすごいなぁ」 

と思いました。そのおばあさんが座席に座った時にハンカチを落としました。

それに気づいた私はすぐにおばあさんにハンカチを渡そうとしました。 

「すみません、ハンカチ落としましたよ」 

と声をかけましたが、すぐに、そうだ。このおばあさんは耳が聞こえなかった

んだったと気がつき、肩をポンポンっとたたき、ハンカチを見せました。する

と、そのおばあさんは突然かばんをたたき始めたのです。私はどうしたらいい

のかわからなかったし、おばあさんを怒らせてしまったのかとすごく怖くなり

ました。周りの人に助けて欲しくて、あたりを見回しても、誰一人、私と目を

合わせてはくれませんでした。すると、おばあさんは泣き出してしまいました。

泣きたいのは私の方だと思いながら、必死でどうしたらいいのか考えました。

その時、ふと目に入ったおばあさんの指が強くにぎられていて、手も不自由な

のではないかと気がつきました。おばあさんは、自分のかばんをたたいていた

ので、かばんの中にある何かを取りたいのかと考え、 

「かばんの中身ですか？」 

「開けてもいいですか？」 

と話しかけながら、かばんの中を見るとひらがな表が入っていました。それを

出すと、おばあさんは一文字ずつこぶしで押されていきました。 
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と。私の目は涙でいっぱいになりました。この言葉を私に伝えたかったんだ。

おばあさんの伝えたい事がわかってよかった。ホッとして、気持ちが落ち着い

た私は、その後おばあさんとひらがな表を使って会話をしました。おばあさん

が私と同じ駅で降りる事、その駅で娘さんが待っている事、その後娘さんと家

族とみんなでご飯を食べる事を教えてもらいました。無事に私達二人が降りる

駅に着き、ホームには娘さんもいて、そのおばあさんともさよならしました。

私のおじいちゃんも待っていてくれて、おじいちゃんの顔を見たら人目も気に

せず泣いてしまいました。この話をすると、おじいちゃんは私をギュッと抱き

しめて、 

「すごかったな。えらかったな。一人でよう頑張ったな」 

と言ってほめてくれました。ほんの少しの時間だったけど、何十分にも感じま

した。 

色んな事があったけどこの体験を通して、私は困っている人がいたら必ず声

をかけて、私に手伝える事があるか聞いてみる事の大切さを改めて感じまし

た。おばあさんが泣き出してしまった時は、ハンカチなんて拾わなければよ

かったと後悔もしましたが、最後まであきらめずにどうすればいいのか考え

て、行動が出来たし、今の私に出来る精一杯の事が出来たと思います。もし今

後耳の聞こえない方に出会っても、この体験のおかげで、もう少し落ち着いて

相手の方の言いたい事をわかってあげられると思うし、何をして欲しいのかく

みとれると思います。反対に私の様に困っている人がいても、進んで声をか

け、その人と一緒に悩み、考える事も出来ると思います。 


